





















































というものです。1944（昭和 19）年 11 月から実際に爆弾や焼夷弾を積んだ風船爆弾がアメリ






































































































































































































































和 15）年にできますが，1940 年から 1943 年は日本電気，1943 年から 1945 年までは住友通信







































































































































かれるのは 1942（昭和 17）年になってからです。これは 1945 年までずっと使われ続け






















































































積める爆弾の大きさは 35kg 位に限定されてしまう。ところが 35kg 位の爆弾では大し
て破壊力がない。しかも都市部などを狙うこともできない。ですから軽くて，自動的に
広がってくれる細菌兵器あるいはウィルスを積むというのは有力な選択肢でした。
ところが，気球が 1万m，零下 50 度という空間を通る時に，細菌・ウィルスは死滅
してしまう。しかし一部のウィルスは生き残れるということが分かって，そのウィルス






































本稿は，2016 年 11 月 20 日（日）に明治大学生田キャンパス中央校舎 6階メディアホールにて開催された第 7回企
画展記念講演会「『登戸』再発見―建物と地域から追う登戸研究所―」の書き起こしに加筆・修正したものです。
